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第 1条（目的） 
本取り決めは、患者の療養環境の維持、感染対策、プライバシー保護および安全確保の観点から、当院におけ

る面会時間および面会方法を定め、円滑な運用を図ることを目的とする。また、感染対策その他の正当な理由が
ある場合を除き、患者の家族等との面会機会を不当に制限しないことを基本とする。 
第 2条（適用範囲） 
本取り決めは、当院の全入院病棟に適用する。 

第 3条（定義） 
（１）面会とは、患者と家族・関係者が対面することをいう。 
（２）家族等とは、患者と同一世帯の者、親戚、同居者、介護者、患者が大切に思う人を含み、 

状況によってはそれ以外の者も含まれる。 
（３）特別面会とは、終末期、病状急変等により主治医が必要と認めた面会をいう。 

 第 4 条（面会時間） 
   面会時間は以下のとおりとする。 

・平日：14 時～19 時 
・土日祝日及び年末年始（12 月 29 日～1月 3 日）：10 時～19時 

 第 5 条（年齢制限）   
未就学児は不可とする。 

   ただし、看取りや長期療養時に関わるもので医師が認めた場合は上記によらない。 
第 6条（本人同意とプライバシー） 
（１）面会は、患者同意を得たうえで行うこと。 
（２）同室者のプライバシーに配慮し、カーテン閉鎖・会話音量など配慮を行うこと。 

第 7条（健康状態） 
以下に該当する場合は面会不可とする。 

     ・発熱（37.5℃以上）・咽頭痛・咳・鼻汁・下痢・嘔吐・発疹等の症状がある場合。 
    ・新興・再興感染症の感染拡大ならびに社会的合理性により判断した場合。 

第 8条（面会場所） 
各部屋や病棟エレベーターホール、他の患者および職員の職務上障害とならない院内共用スペースとする。 
ただし、医師等が認めた場合は上記によらない。 

第 9条（特別面会） 
（１）終末期、病状急変、手術直後など医師が認めた場合は、第 4条に定める面会時間以外の面会を可とする。 
（２）実施にあたっては主治医または当直医の許可と看護師の立会いを原則とする。 

第 10 条（安全確保） 
（１）非常時は職員の指示に従う。 
（２）面会中の事故・紛失・盗難について、病院は故意または重過失がない限り責任を負わない。 

第 11 条（違反時の措置） 
（１）本取り決めに違反した場合、面会者の退出を求めることがある。 
（２）悪質な場合は次回以降の面会制限を行うことがある。 

第 12 条（周知） 
面会については、病院ホームページや入院案内、各病棟掲示等で周知する。 

第 13 条（改定） 
本取り決めは行政通知、学会指針、感染症流行状況、院内委員会の答申等に基づき、適宜改定する。 

第 14 条（その他） 
（１）感染症の発生状況や院内の感染リスク評価に基づき、感染制御部が面会に関する通知・指示を 

発出した場合は、本取り決めに優先して適用する。 
（２）本取り決めを面会対応の原則とするが、各病棟の判断で柔軟に対応することができるものとする。 


